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好 き な ニ ュー ス 番 組 とニ ュ ー ス キ ャス タ ー

2001年10月 、大 手 前大 学社 会文 化 学部 で 「放 送文化 論 」 を受 講 して い る学 生 を対象 に、

「好 きなニ ュー ス番組 」 と 「好 きなニ ュー ス キ ャス ター 」につ いて
、複 数 回答 を是 としてア

ンケー トを実 施 した。 回答 を得 た のは69人 。 回答数 が少 ないの で参考 デー タに しか な らな

いが 、 それ で もあ る程 度 の傾 向はつ か め な くもな い。

これ に よれ ば、 まず 「好 きなニ ュー ス番 組」 で は、

●ニ ユー ス スアー ン ヨン

・NEWS23

・ニ ユー スJAPAN

・め ざま しテ レビ

・ニ ュー スの森

・き ょ うの 出来事

・ワー ル ドビジネ スサ テ ライ ト

・その他

・好 きなニ ュー ス番組 はな い

(ANN)

(JNN)

(FNN)

(FNN}

{JNN)

{NNN)

(TXN)

26%

14%

10%

6%

6%

6%

4%

14%

14%

との 回答 を得 た。 意外 に思 えた のは 、NHKの 「ニ ュー ス10」 をあげ た回 答が僅 か に1人 だ

け だっ た こ と と、 これ だけ 「ニ ュー ス ステー シ ョン」 が支 持 され て い るに もかか わ らず、

「好 きな キャ ス ター」 では、

・久米宏

・筑 紫哲 也

15%

14%
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「ニ ュー ス キ ャス ター 」 に つ い て の雑 感

・安 藤優 子10%

・木 村太 郎9%

・その他17%

・好 きな キャ ス ター は い ない35%

とな ってい て、久 米宏 をあ げ る回答 が必 ず し も多 くは なか った こ とで あ る。 これ とよ く似

た現象 は、関西 大学社 会 学 部2部 での 回答 で も見 うけ られ た。こ こでの 回答 者 は、「放 送 メ

デ ィア論 」 を受 講 して い る学 生 の43人 。 これ またサ ンプル数 が 少 ない が、 まず 「好 きなニ

ュー ス番組 」 につ いての 回答 は、

・NEWS23

●ニ ユー ス ス アー ン ヨン

・きょ うの 出来事

・ニ ユー スJAPAN

・NHKニ ュー ス10

・ワー ル ドビ ジネ スサ テ ライ ト

・その他

・好 きなニ ュー ス番組 はな い

(JNN)

(ANN)

(NNN)

(FNN)

(NHK)

(TXN)

21%

18%

8%

S%

5%0

5%

12%

23%

で あ り、次 に 「好 きな キ ャスタ ー」 につ い ての 回答 で は、

・筑紫 哲 也13%

・久米 宏8%

・安藤優 子5%

・小宮悦 子5%

・そ の他5%

・好 きな キ ャス ター は いな い64%

とな って いて、 大 手前大 学 の場 合 と同様 、 「好 きなニ ュース番 組」が 必 ず し も 「好 きな キ ャ

ス ター」 と連 動 して いな い こ とを うか び上 が らせ た。 ア メ リカの調 査 で はニ ュー スの視 聴

動機 が キ ャス ター と連動 して い る事 例 が 多い が、 日本 で は キ ャスタ ー にひか れて ニ ュー ス

を見 る こ とが比較 的 少 な い こ とを示 して いて興 味深 い。

なお関 西大 学 の 田宮武 が い まか ら14年 前 の1988年 、受 講 生437人 を対 象 に、 「日頃 よ く見

て い るニ ュー ス番 組 」につ い ての調査 を行 っ た。 この時 の 回答 で は、 「ニ ュー スス テー シ ョ

ン」 と答 えた者 が73.5%に も達 して い る(注1)。 それ と くらべ て現 在 で は、 「ニ ュー スス

テー シ ョン」 の好 感 度 が大 き く下が り、 好 きなニ ュー ス番組 が 分散 化 してい るこ とが よ く

わか る。
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「ニ ュー ス キ ャス タ ー」 につ い ての 雑 感

ニ ュ ー ス キ ャス タ ーの 登 場

ロ バ ー ト ・ゴ ー ル ドバ ー グ と ジ ェ ラ ル ド ・J・ ゴ ー ル ドバ ー グ が 、 『ト ップ キ ャ ス タ ー た

ち の 闘 い 』(平 野 次 郎 訳 原 題 『Anchors‐Brokaw,Jennings,RatherandtheEvening

News』)の な か で こ ん な こ と を 書 い て い る(注2>。

キャスターたちがい ま果た している役割は奇妙 な ものだ。 ゴ リラ、怪物、 土足、恐 る

べ き雪男…… どういう呼び名にせ よ、 キャスターが捻れば人び とは耳 を傾 ける。彼 ら

はテ レビが生み出 した最 も優れた記者 とい う単純な理 由か ら、キャスターの座 に昇 り

つめた。書 き手 としてはおそら く大 したことはないだろうし、編集者 として もそこそ

こだろ う。 しか し3人 とも大変なア ドリブの名手だ。見ただけで刺激 され、喋るのを

聞 けば信用す る。

こ こにい う「3人 」とは、原題 を見 れ ば一 目瞭 然 の通 り、NBCの トム ・プ ロコー(Nightly

NewswithTomBrokaw)、ABCの ピー一ター ・ジ ェニ ング ス(WorldNewsTonight>、

CBSの ダ ン ・ラザ ー(CBSEveningNewswithDanRather)で 、2002年 を迎 えて も、

ア メ リカで トップの 座 に あ るキ ャス ター たちで あ る。

しか しそ れ に して も、 キ ャス ターが 「書 き手 と して大 した こ とは ない」は ともか く、 「編

集者 と して もそ こそ こ」 とは手 厳 しい。 日本で い うキ ャス ターが ア メ リカで はア ンカ ー と

呼 ばれ て い るこ とは原題 に もあ る通 りだが 、 その彼 らは、 名刺 の 肩書 に 「Anchor」 とは書

い て いな い。 「Executive-Editor」 と書 い て い る。 つ ま り 「自分 は編 集 者だ 」と名乗 ってお

り、キ ャス ター に とって もっ とも大事 な役割 は、「ニ ュー ス につ いて、最 終 責任 を もつ編 集

者 で あ るこ とだ」 との 自負 をいだ い て い る。 その彼 らに対 して、 これ はず いぶ ん思 い切 っ

た こ とを言 った もの だ。

さて 「怪 物 」呼 ば わ りされ て い る この キ ャス ター の歴 史 は、 さほ ど古 い もので は ない。

世 界 で最 初 の キャス ター は、 周知 の通 り、CBSニ ュー スの エ ド ・マ ローで あ る。

1951年11月 にス ター トした週一・回 の テ レ ビ番組 、 「シー ・イ ッ ト・ナ ウ」で マ ローが キ ャ

ス ターの座 につ い た時か ら、 キ ャス ターの歴 史は始 まった。 以来 、 よ うや く50年 だ。

で は この エ ド ・マ ロー とは どん な人物 か。 彼 の 名前が ア メ リカで知 られ るよ うにな った

の は、1938年3月 、 ナ チス ドイ ツが オ ー ス トリア を併 合 した直後 の ウ ィー ンの生 々 しい状

況 を、現 地 か ら電話 リポー トで伝 えて以 来 の こ とで あ る。 その2年 半後 、マ ロー は第2次

世界 大戦 の な かで、 ロ ン ドン大 空襲 の模 様 をラ ジオで伝 え るこ とに な る。 この時 マ ローは、

空襲 警報 が な りわ た り高射砲 の炸 裂音 がす さ ま じい ロ ン ドン市 内 を、 オープ ンカ ーで猛 烈

なス ピー ドで走 りまわ って取材 し、BBCの ス タ ジオ に入 って、自分 の 目で 見 た大 空 襲 の実
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「ニ ュー ス キ ャス ター 」 に つ い て の雑 感

態 を、 「ジス …… イ ズ ロン ドン」 「こち らは ロ ン ドンです」 とい う出 だ しの リポー トで伝

え注 目され た。

ア レキサ ンダー ・ケ ン ドリックが 『ヒ トラー は こ こに い る』 の なか に記 してい る ところ

で は(注3)、 「ジス」 を強 く、一 拍 お いて 「イズ」 とつづ け る彼 の 口調 は、 トレー ドマ ー

ク にな り、 当時 のア メ リカ人 は ラジオ に しが みつ いて、遠 くヨー ロ ッパ か らお くられ て く

るマ ロー の声 に聞 き入 った とい う。 また田草川 弘の 『ニ ュース キ ャス ター ・エ ド ・マ ロー

が報 道 した現代 史』 に よれば 、マ ロー は大 変 なマ イク恐怖 症 だ っ た とい うこ とだ 。本 番 が

近 づ くと、 膝 がが くが く震 えだ し、額 に汗 が 吹 き出 した。 シ ャッ は大 雨 に あ った よ うに ぐ

っ しょ り濡 れ た(注4)。 ス ター記 者 とマ イ ク恐怖 症 の この と りあわせ は面 白 い。

1940年9月17日 に放送 され たマ ローの原 稿 がの こっ てい る。 なか なか の名文 で あ る。

ロン ドンの街並 を薄茶色の落葉がい くつ も、風 に舞って とんでいきました。 自動車が

停 まる音をお聞 きになれた と思 います。冬の訪れ を前 に、落葉 は寒そうに小 さな音を

立 てて姿 を消 してい きます。ケンシン トン ・ガーデ ンの丸 い池の近 くで、鴨が、 まが

もで したが、水辺の草の上 に集 まって昼寝 を してい ました。鳥 たちは疲れていたので

す。砲火や爆撃のために一晩 中、眠れなか ったのです。今 日はすでに空襲警報が6回

鳴 りま した。

エ ド ・マ ローの リポー トは、聴 取者 の視 覚 に働 きか けて伝 えた ところ に特 色 が あ る。彼

は こ う した表現 を 「ピクチ ュア ・ワー ド」 と呼 んだ。

余談 だ が、NHKの 磯 村 尚徳 もパ リ特 派 員 当時 、マ ロー と同 じ系 譜 の リポー トを行 った こ

とを、新 井 直 之が 『放 送 リポー ト』の1982年9月 号 で紹介 して い る。磯 村 の リポー トは例

えば こ う切 り出 され た。

パ リか ら磯村 がお伝 え します。 この ところパ リは細 かい雨が降って肌寒いほどの涼 し

さです。灰色の空 をバ ックに して雨に煙 る灰色の建物、すべてに調和の とれたこのパ

リの街並み を見ています と、フランス文化への尊敬の気持 ちが湧いて くるのですが、

一度政治の現実 にたち返れば
、 ドゴール大統領がバ ラ色の将来 を国民に約束 して1ヵ

月 も経たない というのに……(注5)

磯村 はこんな語 り口で、パ リ市民の ドゴール批判 をニュースで伝 えた。並べてみ ると2

人の リポー トは、情緒 豊かな風景描写では じまるあた り、た しかに似ていな くもない。「磯

村 はマローの影響 をうけたのだろ う」 と考えた くなるところだが、新井直之はそれ を否定

して、パ リ特派員時代の磯村は、 まだマ ローの存在 を知 らなかったはずだ と書いている。
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「ニ ュ ー ス キ ャ ス ター 」 につ い て の雑 感

そ してその上 で新井 は、「リア リテ ィを生か した現場か らの報道 という思いが、偶然二入の

報告に共通す るもの を作 り出 した」にちがいない と記 している(注6)。

この磯村が帰国後、外信部長の職 を経て、1974年 か ら担 当 したのが、画期的な試み とし

て話題 をよんだNHKの 「ニ ュースセ ンター9時 」である。彼は21時 から21時40分 という

当時 としては思い切 った時間帯の この番組の初代 キャスターに起用 され、水 をえた魚の よ

うに活躍 して、テ レビニュースに新 しい時代 を もた らした。 しか しこれについてはあとで

述べ る。

さて話を本題 にもどす と、 ロン ドン時代のマローはやがて、「同時性」とい う電波 メデ ィ

アの特性 を生か して、 ロン ドン大空襲 を実況ナマ 中継で伝 えようと考 えつ いた。放送マ ン

であれば誰 もが考 えつ くくわだてである。 しか しイギ リス政府は、空襲下でのナマ放送は

敵 に重大な情報 を伝 えるおそれがあるとの理 由で、なかなか許可を与えなかった。

彼は6度 もテス ト版 の録音を作 って申請 し交渉 したが、 ラチがあかない とみて とるや、

親交のあったチャーチル首相 に直訴 して ようや く許可 をものに して、こう伝 えた。

わた しは い ま、 ロ ン ドンを見渡 せ る屋 上 に立 っ てい ます。 い まの ところす べ て は静か

で す。 国 家 と個 人の保 安上 、 い ま、 わ た しが しゃべ って い る正確 な場 所 を、 お伝 えす

る こ とはで きませ ん。(略)お そ ら く1分 以 内 に、 ご く近 くで砲 声 が 聞 こ えて くる と思

い ます。(略)ま だ、 す ぐ近 くの 高射砲 は、 な りを静 め てい ます。 サ ー チ ライ トは、 ほ

とん ど真上 を捜 してい ます。 さあ、 す ぐに、 もっ と近 くで2発 の爆 発音 が聞 こえ ます

よ。 そ れ、始 ま りま した!あ の耳 をつん ざ くば か りのす ごい音 です(注7)。

この放 送 でマ ロー は、 「ナマ 中継 を生 み 出 した男 」といわ れ、 さ らに 「現場 の ア クチ ュァ

リテ ィを伝 えた男」 と もいわ れ た。 このマ ローの後 継 者が 、51年 後 、湾 岸戦 争 で登 場 す る。

多 国籍 軍 の空爆 下 、宿 舎 の窓 の外 を眺 め なが ら、17時 間 にわ た ってバ グダ ッ ドで い まお こ

りつつ あ る状況 を、交代 でマ イ ク を握 りしめ て伝 えたCNNの3人 の記者 、ピー タ ー・ア ー

ネ ッ ト、 バ ーナ ー ド ・シ ョー、 ジ ョン ・ホ リマ ンで あ る。

視 聴 者 の みな さん の ため にわ れわ れの 目の まえの光 景 を説 明 しま しょう。 ……バ グ ダ

ッ ドの 空 は光 り輝 い て い ます。 … … まば ゆ い光が 空全体 を覆 って い ます。 … … ピー タ

ー、 ど うぞ… …

対 空放 火 が空 に向か って放 たれ て い ます。 … … まだ爆 弾 が地上 に落 ち た音 は聞 こ えて

い ませ ん が、空 には途 方 もな い光 が、稲 光 の よ うな光が あ ります 。バ ーニ ー どうぞ… …

(注8)
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1940年 の ロ ン ドンか らの生 中継 と、1991年 のバ グダ ッ ドか らの生 中継 は、半世 紀 の時代

をへだ て て、 と もに同 じ手 法 で行 われ た。彼 らは 目に入 る もの、 耳 に入 る もの を、次 か ら

次 へ とそ の ま ま表 現 して事 態 を伝 え た。 東 京大学 の水越 伸 は、 この それ ぞれ の報 道 に 「共

通 してい るの は、彼 らが テ クノ ロ ジー に追従 したの では な く、 それ をジャーナ リズムの論

理 に した が って道 具 と して十分 に駆 使 しなが ら、 それぞれ の時代 状 況で 、 もっ ともイ ンパ

ク トの あ るジャーナ リズム活動 を実践 して い った点 だ」(注9)と 書 いて い る。 これは なか

なかす ぐれ た指摘 で あ る。 マ ロー は ロ ン ドン空襲 とい う非 常時 のな かで、 ラジオ とい うメ

デ ィアの特性 を最 大 限、活 用 す る こ とに成功 した。

エ ド ・マ ロ ー の 「シ ー ・イ ッ ト ・ナ ウ 」 で の 戦 い

第2次 世 界大戦 の最 中 ヨー ロ ッパ を中心 に活躍 し、 名声 を高 めて アメ リカ に もどって き

たマ ロー を待 ち うけて いたの は、 テ レビの仕 事 だ った。 その新 しいメデ ィア でマ ロー は、

1951年 、世 界 で初 めて のテ レビの ニ ュース キ ャス ター として登場 す る。 それ が先 に記 した

「シー ・イ ッ ト・ナ ウ」 であ る。 これ は人々 の表情 と声 、つ ま りイ ンタ ビュー と映 像 を重視

したニ ュース番組 で あ り、マ ロー は特 に 「LittlePictures」(さ りげ ない映 像)を 大事 に し

た。 そ してそ の映 像 に、 シャープ で簡潔 な コメ ン トをつ けた。

彼 の 当時 の語録 が の こ ってい る。「実際 にや ってみて分 か った のだが 、テ レビの こ とば は

簡潔 が 第一 だ。 沈黙 が いか に雄 弁 か。沈 黙 こそ最 高 のス ク リプ トだ 」(注10)。 マ ローが 目

指 したの は、 「映 像 」 にで きるだ け多 くを語 らせ るニ ュー ス番組 だ った。

そ して彼 はこの 「シー ・イ ッ ト ・ナ ウ」 を通 じて、 ア メ リカの歴 史 にの こ る大 きな役割

を果 たす こ とにな った。1950年 当時 、 アメ リカ に旋 風 を まきお こ してい たマ ッカ ー シー上

院議 員 を失 脚 に追 い込 んだ ので あ る。

ジ ョゼ フ ・マ ッカー シー は当時、 共産 党員 を告 発 して追 い立 て る 「赤狩 り」 を ヒス テ リ

ックに推 進 して、全米 に恐怖 を まきち ら して いた。「政 府 の もっ と も重要 な一部 局 であ る国

務 省 は、共産 主 義者 に よって荒 ら され て い る。 私 は その57人 の リス トを持 っ てい る」(注

11)。 この マ ッカ ー シー の蹟 雇 を許 し、 力 をあた え たの は、 当時 の世 界情 勢 だ った。1949

年 、 中国 に共産 党政権 が誕 生 し、 翌年 に は、朝 鮮戦 争 が勃 発す る。 こう した世 界の状 況 は、

「憎 むべ き共 産主 義 」との思 い を、 多 くのア メ リカ人 に いだ かせ た。 そ して そ う した風 潮 を

バ ック にマ ッカー シー は、「ア メ リカ政 府 の なか にい る共産 党 員 は、ソビ ェ トや 中 国の呼 び

か け に応 じて、 ア メ リカの共産 化 を画策 して い る。彼 らをその ま ま放置 して お くのは危険

だ」 と騒 ぎ立 て、 それ とおぼ しき人物 を告発 した。思 想信条 の 問題 でい った ん疑 い をいだ

かれ る と、晴 らす の は至難 で ある。 不 可能 だ とい って もいい。 マ ッカー シー の告発 で不 当

に職 場 を追 わ れ るケー スが続 出 した。
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この事態 を 「ア メ リカの民 主主 義 の危機 」 とうけ とめた 人物 の ひ と りにマ ローが い た。

しか しウカ ッ には手 を出せ な い。 相 手 はい ま、 ア メ リカで もっ と も権 勢 をふ るって い る人

物 で あ る。 下 手 に手 を出せ ば、 自分 もアカ の シ ンパ とみな され、 滅 亡 に追 い込 まれ るおそ

れが あ る。 そ う したあ る日、 マ ロー は新 聞 で こん な記事 を読 ん だ。

父親 と妹 が 反政 府 的 な新 聞 を読 ん で い る とい うだ けの 理 由で 、 アメ リカ 空軍 の若 い予 備

役 兵 、 ミロ ・ラ ドゥロ ビッチ少尉 が 、 アメ リカ空軍 か ら退職 を迫 られ てい る。彼 が その勧

告 を拒 否 す る と聴 聞会 が 開 かれ、 「解 雇 す る よ うに」との 文書 が 空軍 長官 に送 られ た。 しか

し空軍 長官 は、 まだ 結論 を出 して いな い… …。

これ を読 んでマ ロー はス タ ッフ に、話題 に と りあげ られ て い る本 人 と、家 族 の イ ンタ ビ

ュー取 材 を命 じた。

あが って きた フ ィル ムの なか で ラ ドゥロ ビ ッチ は、「空 軍 は私 の忠誠 を疑 って い るわ けで

はな い。父 と妹 が 読 ん で い る新 聞 を問題 に してい るだ けだ。 家 族 との関係 を絶 て ば空軍 に

とど まる こ とを許 す とい って い るが 、 そん な要求 は理不 尽 だ」 と語 ってお り、彼 の父 親 は、

「大統領 閣 下。み なが 息子 に、悪 い こ とを してい る。息 子 は この国 に育 ち、国の ため に尽 く

して きた。 その 息子 に正 義 を あた えて欲 しい」 と訴 えて いた。 また父親 が読 ん で いた問題

の新 聞 とは、 チ トー支 持 をかか げ るセル ビア語 の新 聞 で あ るこ と も判 明 した。

マ ロー はス タ ッフが取材 した素材 を使 って番組 をつ くり、最 後 を こ う しめ く くった。

「彼 の 父親 と妹 が共 産 主義 者 だ とい う告発 が事 実 か どうか は
、 われ われ に は判 断 で きま

せ ん。 しか し一つ は っ き り してい る こ とが あ ります 。 それ は息 子が 父親 の罪 で裁 か れ ては

な らな い とい う こ とです 」

次 にマ ロー はマ ッカ ー シーが これ まで に行 って きた発 言の検 証 に着 手 し、 それ を集 大 成

して番 組 を制 作 した。 人身攻 撃 が 目的 と しか思 えな い、 わ ざ とら しいマ ッカー シー の 中傷

演 説。 居 丈高 に証 言者 を追 い詰 め てい く演技 や駆 け引 き。相 手 をや っつ け得 意満 面 にな っ

て い るその表情 。 マ ロー はこ う した映 像 と言 葉 を丹 念 につづ って再現 す るこ とで、 デマ ゴ

ー グ ・マ ッカー シー の正体 を浮 かび あが らせ た
。

そ してマ ロー は、「い まや 、マ ッカ ー シー上 院議 員 のや り方 に反 対 す る人び とは、沈 黙 を

守 って いて い い時 で は あ りませ ん。 わ れわ れ は、 われ われ の遺産 とわれ わ れの歴 史 を否 定

す る こ とはで きます 。 しか しわれ われ は、 その結 果 の責 任 か ら逃れ るこ とはで きないの で

す」(注12)と 語 って番 組 を しめ くくっ た。 彼 が い う 「わ れ われ の遺産 と歴 史」とは、 い う

まで もな く、 自由 を尊 ぴ、恐 怖 で理性 を くも らせ る こ との な いア メ リカ憲法 の精 神 で あ る。

この番組 を見 た アメ リカ人 は、4,000万 人 にの ぼ った といわれ て い る。CBSに は放送 の 直

後 か ら、12,348人 の視 聴 者 か らの反 応 が よせ られ たが、 その 内容 は15対1の 割 合で マ ロー

に好 意的 だ った。 そ して これ を きっか け に、 絶大 な影響 力 を誇 ったマ ッカ ー シー は人気 を

失 い、や が て アメ リカ の狂気 の時 代 は終 わ りを告 げた。
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1990年 秋 、 雑誌 『ライ フ』が、 「20世紀 で もっ と も重要 な アメ リカ 人」の特 集 号 を出 した

と き、放送 、 新 聞 を含 め たす べ ての ジャー ナ リス トの なか か ら選 ばれ たの は、 マ ローだ っ

た。 そ して 同 じCBSで マ ローの伝 統 をつ いで、や が て 「イ ヴニ ング・ニ ュー ズ」 を舞 台 に

活 躍 す る こ とにな るの が、 ウ ォル ター ・ク ロンカ イ トで あ る。 しか しその 話 に入 る前 に、

日本 での キ ャス ター ニ ュー スの歴 史 に もふ れ てお こ う。

日本での キ ャスターニ ュースの歴 史

日本 で最 初 の キャス タ ーニ ュー ス は、1961年 、 日本 テ レビ(NTV)が 音楽 家の黛 敏郎 、

映 画評 論 家 の荻 昌 弘 らを起 用 して ス ター トさせ た昼 の ワイ ドニ ュー スで あ る。 しか しこれ

は昼 ニ ュー スで あっ たため 、せ っか くの試 み で あ るに もかか わ らず、 さほ どの イ ンパ ク ト

を もた らさな か った。つ いで 翌1962年10月 、TBSを 中心 とす るJNNの 手 で、本格 的 な キ

ャス ターニ ュース、 「ニ ュース コー プ」が夕 方 の時 間帯 で ス ター トした。 こ こに は田英夫 や

戸川 猪佐 武 、や や お くれ て古谷綱 正 な ど現役 の ジ ャーナ リス トが参 加 した。

古 谷 は直 前 まで毎 日新 聞 で論 説委 員 をつ とめ、 コラム 「余録 」 の執筆 者 だ った。毎 日新

聞在職 中 は名文 家 と して な ら したが、 同時 に さわや か な語 り口の持 ち主 で、 キ ャス ター と

して う ってつ けの 人物 だ った。1975年 、古 谷 は キ ャス ター と して 日本 で最 初 の 「日本 記者

ク ラブ 賞」 を受 賞 してい る。

古 谷 は 「ニ ュー ス コープ 」 で は意 見 を言わ な い こ とを信 条 と した。 む ろ ん主張 が なか っ

たわ けで は ない。主 張 は人 一倍 もっ てい たが、言 わな か った。なぜ か。民 放労 連 主催 の 「報

道 フ ォー ラム82」 で語 った 内容 が、 『放送 リポ ー ト』の1982年9月 号 に掲 載 され てい る(注

13)o

実は私 も、むか しは、 キャスターは主張 を入れたほうがいい と思 っていました。 キャ

スターはアナ ウンサー と違 うのだか ら立場や主張 を出すべ きだ と思い、毎 日ではない

が問題のあ りそ うな 日は、番組 の最後 に1分 間時間 をとって主張 を述べていたこ とが

あ ります。 ところが現在は、現在 といって もだいぶん前か らですが、キャスターは主

張すべ きじゃない と私 は考 えています。

ニュースについて、公正中立 とか不偏不党 とか客観報道 といったことが よく言われ

ますが、キャスターや放送記者が本当にそのようなニュースを出 しているつ もりでい

るとしたら、 そのキャスターはよほどのバカか、そうでなければ何 もか も承知の うえ

の まやか しで公正 中立 を装っているだけだ と思います。ですか ら、キャスターは 自分

の立場 とい うものは必ず持 っているべ きだ と私 は思い ます。が、 しか し、ニュースで

はそれを出すべ きではない と考えているわけです。それは公正中立 を侵すか ら言 うべ
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きで はな い とい うので は な くて、損 得 の問題 と して、損 だ か ら言 わな いの です。(略)

キャス ター がニ ュー スの 中で 自分 の意見 を言 う とい うの は、 最 も損 なや り方だ と思 い

ます。本 当に見識 の あ る視 聴 者 は、その 主張 に賛 成 で も反 対 で も、「何 だ この 野郎 、い

い気 にな って」 と思 って、 か え って軽蔑 す るの で は ないで しょうか。

また古谷 とともに初期の 「ニ ュースコープ」 を支 えたキャスターの田は、共同通信の文

化部長か らTBSに 転 じ、端正な容貌 と語 り口で人気 を得た人物だが、彼 も「自分が取材 し

た り確 認 した りしたのではないニ ュースを、ワケ知 り顔 で分析 した りコメ ン トを加 えて伝

えることは権 力が放送 に介入す る口実 をつ くることにな り危険だ」(注14)と の考え方にた

ち、 自分が直接関与 したニ ュース以外では、意見 をさ しはさむことを控 えていた。その田

が意見 を述べ たのは、1967年 、北ベ トナムを取材 して制作 した 「ハ ノイ ・田英夫 の証言」

に於 いてである。 この番組 はこんな出だ しでは じまった。

私 はこの夏 、 一 ヵ月 に わた って北 ベ トナ ム に入 り、 自由主義 国 と して は じめ て、 テ レ

ビ取 材 を して き ま した。私 が北 ベ トナ ム取 材 を思 いた ったの は、 実 は私 ど もが 日本 に

いて知 りうるベ トナ ム戦 争の ニ ュー ス とい うの は、 南ベ トナ ム側 のニ ュー ス、つ ま り

アメ リカ側 の ニ ュー スが大 部分 だか らです。 北 か ら見 た場 合 、ベ トナ ム戦 争 は い った

い ど うい う風 に写 るの か、 これ を私 は知 りたか っ たので す。

この リポ ー トは、戦 時 下 の北ベ トナム の生 々 しい状 況 を伝 える とと もに、 非 人道 的 な ア

メ リカの北爆 の実 態 をあば いて反響 を よん だ。 だが衝 撃 的 な この放送 が 原因 にな り、 田 は

や が て キ ャス ターの座 を退 くこ とにな る。 しか しそれ は も う しば ら く先 の話 で あ る。

「ニ ュー ス コープ」 に は
、 この あ と朝 日新 聞 で 「天 声 人語 」 を担 当 して いた 入江徳郎 な

ど もキ ャス ター 陣 に加 わ り、代 表 的 な民 放 ニ ュー ス に成 長 して、 これ を主 軸 に 「報 道 の

TBS」 とか、 「報 道 のJNN」 と呼 ばれ る時代 を招来 した。

1974年 、NHKは こ う したニ ュー ス状 況 に、一石 を投 じる大 冒険 に と り くんだ。それが 先

にふれ た磯 村 尚徳 を キャ スタ ー とす る 「ニ ュー スセ ンター9時 」 であ る。 この番 組 で磯 村

は、 「読 ん で伝 え るので は な く、 語 りか けて伝 え るニ ュー ス」を開発 した。 またキ ャス ター

で あ る と同 時 にエ デ ィター として、 ニ ュー スの並 べ 方 に 口 を出 し、視 聴 者 と同 じ目の高 さ

で ニ ュー ス を見 た り考 え た りす る姿 勢 を とった。

当時 、 「ニ ュー スセ ンタ^9時 」が放送 界 に あた え た衝 撃 は大 きか った。 これ が登場 した

時 、朝 日放 送 に いて、 の ち に立 命館 大学 に移 る岡村 黎 明 は、 「正 直 しまった と思 い ま した」

と書 いて い る。 これ こそが 民放 が まっ先 に手が け るべ き"面 白い"ニ ュー ス番組 で は なか

った か、 と頭 をか か えた とい うの で あ る(注15)。 そ れ ほ どこのニ ュース は斬 新 だ っ た。
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磯村 は後 日、 この 番組 に と り くんだ時 の心境 を、 「ニ ュー ス とい う もの は本 来H、0な ん

です な。黒 い イ ンクが入 って も困 る し、赤 い イ ンク も困 る。 と くにNHKは 法 的 な制約 が

あ ります か ら、水 で な けれ ば 困 るわ けです。 しか し私 の番組 はウ イス キー の水割 り程 度 、

少 し活気 の あ る水 に しよう とい う点 で、7時 の ニ ュー ス とちが う。片 方 はH20、 ぼ くの と

ころは アル コール が 入 る」 と語 り、 同 じNHKの ニ ュース で あ って も、 「7時 のニ ュー ス」

とはちが うス タ ンスで のぞ んだ こ とを うちあ けて い る。 また 「ニ ュー一スセ ンター9時 」 の

なか での 自分 の役 割 は、「カ ッコ よ くい えば主役 兼 演 出の 宇野 重吉 み た いな もので す。プ レ

ー イ ング ・マ ネ ジャー とい うか
、 キ ャス ター とい うの は、 本来 そ れで な けれ ば、 キ ャス タ

ー じゃな い と思 い ます。 そ れ で な けれ ば私 も引 きう けな いで す よ」 と も語 って い る(注

16)o

この ように ウイ ス キーの水 割 りを 目指 した磯 村 も、ニ ュー スの なか で意 見 をい うこ とは

さ し控 えた。 「論 説 はや るべ きで はな い。ぜ んぜ ん メ デ ィアが ちが い ます か ら」 と彼 は い

う。 「論 説 は新 聞 に まかせ るべ きだ」 が、 彼 の持論 だ った。

磯 村 は 「ニ ュー ス セ ンタ ー9時 」 に と り くんで4年 目、 「日本記 者 ク ラブ賞 」 を受 賞 し

た。古 谷綱 正 が 同 じ賞 を受賞 して2年 後 、 キ ャス ター と して2人 目の受 賞 だ った。

ウ ォル タ ー ・ク ロ ン カ イ トが つ くった伝 統

「JNNニ ュース コープ 」 が誕生 した の と同 じ1962年 、 テ レ ビの本 場 アメ リカ に、 「大統

領 よ りもア メ リカ人 に信頼 され て い る男 」 との ち に評 され るよ うにな った キ ャス ターが登

場 した。 「CBSイ ヴ ニ ング ・ニ ュー ズ」 の ウ ォル ター ・ク ロ ンカイ トで あ る。彼 は1981年 ま

で 、実 に19年 間 にわ た って その座 にあ った。

彼 の先輩 、 マ ロー は、 「単 にニ ュー ス を伝 え たので は、 視聴 者 を"事 実"と い う海 の なか

に放 りこむ ような ものだ。 視聴 者 が泳 げ よ うと泳 げ まい とお構 い な しに海へ 放 りこんで は

い けな い。 視聴 者 に考 えて もら うため に も、 キャス ター は 自分 の意見 をい うべ きだ」 と考

えて い た。 しか しク ロ ンカ イ トは、「キ ャス ター は客観 的 な事 実 を伝 え るだ け に とどめ るべ

きだ。 あ との判 断 は視聴 者 に まかせ るべ きだ」と考 え、 「キ ャス ター は意見 をいわ な い」と

の 姿勢 を生 涯 つ らぬ い た。 その ク ロ ンカイ トが、 たっ た一度 、原則 をまげ て、 テ レ ビで 意

見 を語 った こ とが あ る。ベ トナ ム戦 争の取 材 に赴 き、 報道 特 別番 組 をつ くった時 の こ とだ。

彼 は この番 組 の最後 をこん な言葉 で しめ く くった。

今 日、われわれは勝利 に近付 いていると言 うとすれば、それは、 これまで明らかに過

ちを続 けて きた楽観主義 を信 じることにほかな りませ ん。一方、われわれは敗北の淵

に立 たされてい ると言 うとすれば、それ は、 いわれのない悲観主義に屈服す るこ とで
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あ ります。 したが って、われわれは膠着状態 という泥沼には まり込んでいると言 うの

が、不満足ではあ りますが、唯一、現実的な結論の ように思われ ます。……ここか ら

抜け出すための、理に適ったただ一つの道 は、勝利者 としてではな く、民主主義を守

るという誓いに忠実に最 善の努力をして きた名誉ある国民 として交渉の場 に臨むこ と

であ るとの思いを、私 は一段 と強め るに至 りま した(注17)。

まわ り くどい言 い方 で 、一 回読 ん だだ けで は何 を伝 え よう と して い るのか よ く分か らな

い コメ ン トだ が、これ を聞 い た 当時 の ジ ョンソ ン大統 領 はテ レビの ス イ ッチ を切 り、「クロ

ンカ イ トを失 った こ とは、 アメ リカ の 中間層 を失 った とい うこ とだ」 と落 胆 の表情 をか く

さな か った とい われ て い る。 そ れほ ど衝撃 的 な発 言 だ った。 そ して この 放送 の5週 間 後 、

ジ ョンソ ンは次 の大統 領選 挙 に出馬 しない こ とを表 明 した。

私 は1981年11月 、ニ ュー ヨー クのCBSニ ュー ス を訪 ねて ク ロ ンカイ トに会 い、キャス タ

ーの心 得 を聞 いた こ とが あ る
。す る と彼 は まず 、「ア ナ ウ ンサ ー が キ ャス ター にな って はい

け ない」 と語 りか けて きた。

「アナ ウ ンサ ー は喋 るこ とにつ いて のプ ロだ が、 キ ャス ター に とって もっ とも大事 な資

質 は、 いか に うま く喋 るか で はな く、今 日何 を取 材 し、 どのニ ュー ス を どん な視 点 で と り

あ げ るか を決 め る能 力、 つ ま りエデ ィター と しての 能 力だ。 それ を考 えれ ば、 キ ャス ター

は活 字 ジャーナ リス ト出身 で あ るこ とが望 ま しい。 また キ ャス ターが真 先 に心 が けな くて

はな らな いの は、 ニ ュー ス を正確 に、 公正 に伝 え るこ とで あ り、 そ こに は個 人的 な意見 を

さ しは さむ 余地 はな い。 ただ キ ャス ター もロボ ッ トで は な く人間 だか ら、 つ い本 音が 出そ

うに な るこ ともあ る。 しか しその本 音 は極 力 お さ える よ う努 め るべ きだ。 ニ ュー スで意 見

を言 うこ とが許 され るの は、現場 で取 材 す る リポー タ ーだ けだ」。クロ ンカ イ トはそ う断 言

した。

また彼 は著書 に こ う した意味 の こ と も書 いて い る。「テ レビニ ュー ス は優 れ た新 聞の 代 わ

りにはな れ ない。 国民 が ニ ュー スの情 報源 を もっぱ らテ レビ に頼 る ように なれ ば、民 主主

義 の屋 台 骨が 危 う くな る。 テ レ ビはい まの時代 が 直面 して い る複雑 な問題 の輪 郭 を示 し、

その 全体像 を説 明す る とい う点 は不得 手 だか らだ。 テ レビニ ュー スは、 ほん の二 、三 言 の

発言 を き りとってニ ュース の全体 を伝 え よ う と してい る。 こ う した伝 え方 は、議 論 を単純

化 す るだ けで はな く、政 治不 信 を招 く元 凶 にな る。例 えば アメ リカの大統 領 選挙 で放 送 さ

れ た大 統 領候 補 の ス ピーチ の長 さは、平均 して、9.8秒 だ 。これ で意味 の あ る内 容 を伝 え ら

れ るわ けが な い」(注18)

ク ロ ンカイ トは この よ うに述べ 、 テ レビは非 常 に強 い影響 力 を もつ メデ ィア だが 、ニ ュ

ー ス を伝 え る とい う点 で は限 界 が あ る と指 摘 した。 「キ ャス ター は意 見 を言 うべ きで はな

い」 との彼 の主 張 は、 この 「テ レビの 限界」 と、 いわ ば表裏 の 関係 にあ る。 そ して クロ ン
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カ イ トの この姿勢 は、 「CBSイ ヴニ ング ・ニ ュー ズ」 で の後任 者 、 ダ ン・ラザ ー に も引 き継

がれ た。 そ れだ けで は ない。NBCの トム ・プ ロコーやABCの ピー ター ・ジェニ ング スな

ど、今 日の アメ リカ を代表 す るキ ャス ター は、 いず れ も同 じ姿勢 を とって い る。

しか しそ れ に もか か わ らず 、 これ は 「NEWS23」 の キ ャス ター筑紫 哲 也 の指 摘 す る とこ

ろ(注19)だ が、 アメ リカの キャ スタ ー には、 ニ ュー スの リー ドで 主観 を ま じえ た伝 え方

をす るこ とが 多 い ようだ 。視聴 者 に、 「なぜ この ニ ュー ス を大 き くと りあ げ る」のか を説 明

す るに あた って、 か な りふ み こんだ 言 い方 を しな い と、 意が 通 じない と判 断 しての こ とら

しい。 た とえば沖 縄 での ア メ リカ兵 に よる少 女暴 行事 件 を と りあ げた イヴ ニ ング ・ニ ュー

ズで、 ダ ン ・ラザ ー は こ う切 り出 した。

日本の沖縄は戦 略的 に重要な位置を占めてお り、第二次世界大戦 で、太平洋で最大の

激戦地 で した。 日本 に返還 された今 も米軍基地は友好的 な形で残 っています。 しか し、

日本の子 どもへの恐ろ しい犯罪で 日米関係 の古傷が開いて しまい ました。今週、アメ

リカの大使 は全面的 に謝罪 しま したが、わがハ ッ トリ特派員 はそれだけでは全 く不十

分だ とリポー トします(注19)。

この ほか アメ リカ の キ ャス ターが意 見 を述 べ た最 近 の例 と して は、 同時 多発 テ ロ事 件 当

日の2001年9月11日 に放 送 され た 「ABCワ ール ド・ニ ュー ズ・トゥナ イ ト」で、 ピー ター ・

ジ ェニ ング スが、 「ブ ッシ ュ大 統領 は シー ク レ ッ ト・サ ー ビスの影 に隠れ て いな いで、 国 民

に面 とむ か って、 テ ロ リス トの攻 撃 か ら国 を守 れ なか った 自 らの失策 につ いて語 るべ きで

あ る」(PresidentBushshouldquithidingbehindtheSecretService,comeoutand

facethenation,andexplainhisfailuretoprotectthecountryfromtheseterrorist

attacks)と 語 ったケ ース が あ る。 この発 言 は、早 速、 「ワ シ ン トンポス ト」 の餌 食 に な っ

た。

この ようにい くつ かの例 外 が あ る とはい え、 ア メ リカの ネ ッ トワー クニ ュー スの キ ャス

ター が、 意見 の表 明 を抑 えてい る背景 には、彼 らの 舞 台、 イヴ ニ ング ・ニ ュー ズの放 送時

間が、僅 か30分 しか な い こ と も手伝 ってい る。意 見 をい って も30分 で は舌 足 らず にな り、

誤 解 を招 くおそ れが あ るか らだ。 また 「意 見 を伝 え るの は新 聞、 テ レビ はお こった事 実 を

少 しで も早 く伝 え る こ とが肝 要 だ」 との合 意 が、 大衆 とメデ ィアの 問 に暗 黙 の うちに成立

して い るか らだ と もい えそ うだ。

加 えて ア メ リカ には、キ ャス ターが どん な発 言 を したか をチ ェ ックす る組織 が あ る。「メ

デ ィア ・ウ ォ ッチ」 とか 「アキ ュ ラ シー ・イ ン ・メ デ ィア」 と呼 ば れ る民 間 団体 で、 すべ

てのニ ュー ス番組 の コメ ン トを活 字 に し記 録 して い る。誰 が 中東 問題 で どん な発 言 を した

か、 テ ロ事 件 で どう伝 えたか 、す べ てが活 字化 され て いて、 見 たい 人 は誰 で も閲覧 す る こ
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とが出来 るしくみになっている。 この存在 もキャスターの 自由な発言 を、 あるいは多少制

御す る役割 をはた していると言えるか もしれない。

久米宏 と筑紫哲也

日本 の民 放が 夕 方の ニ ュー スだ けで は満足 で きな くな り、 ゴール デ ンタイム と呼 ばれ る

夜 の時 間帯 に本 格 的 に うって 出た の は、1984年10月 か ら と り くんだ 「ニ ュー ス コー プ」 の

19時20分 まで の枠大 を別 にす れば 、1985年10月 の 「ニ ュース ス テー シ ョン」が最 初 で あ る。

プ ラ イム タ イム と呼 ばれ る22時 にス ター トし、23時20分 までの1時 間20分 間 をベ ル トで

通 す とい うANNの くわ だて は、当初、無 謀 な 冒険 に写 り、多 くの テ レビ関係 者 が、「視 聴

率 が ふ るわ な いテ レビ朝 日の捨 てば ち な挑 戦 」 と冷や か に見 た。 同様 の意 見 は、 テ レビ朝

日の社 内 に もあ った。

また報 道 育 ちのニ ュース マ ンは テ レ ビ朝 日の制 作体 制 を問題 視 した。「ニ ュー ス ステー シ

ョン」 で は報 道 局が すべ て のニ ュース を仕切 るの で はな く、 企 画部分 な ど主 要部分 を外部

プ ロダ クシ ョンの オ フ ィス ・トゥー ・ワ ンが担 当す るこ とに した か らで あ る。 ワ イ ドシ ョ

ー番 組 とご く初期 の テ レ ビニ ュー ス を別 にす れ ば、 日本 の テ レビで報 道 局 以外 の ところが

中心 にな って ニ ュー ス を手 が け たの は、 この と きが最 初 だ った とい って よい。

ス ター トした ばか りの こ ろの 内容 はひ どい もの だ った。 む ろん 、視聴 率 もさん ざん で、

途 中打 ち切 りの噂 もとん だ。 久米 自身、1995年7月 号 の 『文藝 春秋 』 で、 当時 を思 い出 し

て こ う語 って い る。

案 の定、 見 るに耐 えな い番 組 で した。 初 日か ら散 々で番 組終 了後 は延 々反 省 会 をや っ

た ら しい んです ね。 ところが僕 は その存 在 す ら、最 初 の一 週 間 くらい知 らなか っ た。

しば ら くして誰 か に、"す い ませ ん け ど、終 わ った あ と反 省会 、毎 日や っ て るん です け

ど"っ て言 わ れ た くらい、 意 志疎 通が う ま くい って なか った んで すね 。 その反 省会 だ

って、 カメ ラ ワー クが な っ とらん とか、 ス イッチ ャー はひ どい とか、 もう苛 め合 いで

す(注20)。

この窮状 を救 ったのは、やがて とびこんで きた2つ の ビッグニ ュースだった。放送開始

4か 月後の1986年1月 にお こったスペースシャ トルの爆発事故 と、その翌月にお きたフィ

リピンの2月 革命である。いずれのニ ュース も番組の途 中にナマで とび こんで きて、その

後の経緯 を時々刻々伝 えたが、 この ときの久米の さば き方が見事だ った。

後者の場合は、番組 に入ったとたん久米の もとに、「マル コスがマ ラカニア ン宮殿 を脱出

した」 との第一報が もたらされた。つづ いてアキノが大統領就任式 にのぞむ映像 が入って
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きた。 これ をうけて 久米 は、彼 一流 の ポーズ で こ う伝 えた。

で はニ ュース ステー シ ョンで はア キ ノ さん を フ ィ リピンの大統 領 と認 め ま しょう。 た

った今 か らはマ ル コス元大 統 領、 ア キノ大統 領 に します。 たぶ ん世 界のニ ュースの 中

で これが い ちばん早 いで しょう(注21)。

番 組終 了直 前 に は、 シュル ツ米 国務 長官 の アキ ノ政権 承 認 の談話 もCNNか らナ マで 入

り、 この 日の 「ニ ュース ステ ー シ ョン」 は、マ ル コス逃 亡か らア キ ノ政権 誕 生 までの ハ イ

ラ イ トを、 リアル タイム ですべ て伝 える結果 に なっ た。

とび こみ ニ ュー スへ の 久米 の見事 な対 応 を、FNNの キャス ター木村 太郎 は、「テ レビに

対 す る類 まれ な る運 動神経 の よさ」(注22)と 評 し、 「ニ ュー スス テー シ ョン」 は久米 の こ

の運動 神経 の おか げで躍 動 して い る と述 べ て い る。

た しか に彼 は、 さ りげな く振 る舞 いなが ら も、視 聴 者が い ま何 を望 ん でい るか を したた

か に読 ん で番組 を進 行 させ 、 カ メ ラが い まどの サ イズで、何 を撮 って い るか を確 認 しなが

ら身 を処 してい る 日本 で唯一 人 の キャス ターだ 。だ か らいつ で もレンズの 中玉 を見 られ る

よう、プ ロ ンプ ター を使 わな い。 こ う した久米 の あ りようは、 テ レビのメ カニズ ム を熟 知

した テ レビマ ンの 所作 で あ り、 余人 に は真 似 がで きない ところだ ろ う。

また 「ニ ュ ース ステー シ ョン」 は、徹底 的 に分 か りや す さを追求 した初 め てのニ ュー ス

で もあ る。 ス タ ジオ に模 型や 図表、 人形 とい った小 道具 を もち こみ、 キメ細 か く見せ る工

夫 を本格 的 に と りいれ たの も、 これ が最初 だ った。 や がて 「ニ ュー スス テー シ ョン」 の視

聴 率 は急上 昇 し、 コ ンスタ ン トに20%前 後 を記録 す る よ うにな る。特 に関西地 区で の反応

の鋭 さが 目につ いた。

この成功 を見 て、2年 後 、TBSも 森本毅 郎 を起 用 して、22時 台 に進 出 した。「ニ ュー・ス22

プ ラ イム タイム」 で あ る。 この時 か らテ レビ界 は、 ニ ュース戦 争 と呼 ばれ る事 態 に突 入 し

た。 しか し 「プ ラ イムタ イム」 は 「ニ ュー スステ ー シ ョン」 を抜 くこ とはで きなか った。

この時 、久米 は、「本 当 は筑紫 さんが 来 た らヤバ イ と思 って ま したね。ニ ュー スス テー シ

ョン とは全 く違 う、きちん と したニ ュー ス番組 を筑紫 さんの解 説 でや られ た らか なわ ない」

(注23)と 感 じて いた とい う。 しか し出 て きたの は筑 紫 で はな く森 本だ った。1年 後 に森 本

は小川 邦雄 に交替 。 さ らにそ の1年 後 の1989年10月 、 久米 がお それ てい た筑 紫 が よ うや く

登 場 す る。 「ニ ュー スス テー シ ョン」と1時 間 お くれの時 間帯 で始 まった 「NEWS23」 で あ

る。

以 来 す で に12年 。 この 間、NHKは 平 野太 郎 で 「ニ ュー ス ・トゥデ ー」(21時 ～22時20

分)、NNNは 桜 井良 子 で「き ょうの 出来事 」(23時 ～23時55分)、TXNは 小 池 百合子 で 「ワ

ール ドビジネスサ テ ライ ト」(23時30分 ～24時15分 〉な ど をス ター トさせ た。 しか し各社 の
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キ ャ ス ター が、 そ の後次 々 に交 替 して い った なか で、 久米 と筑紫 の ふ た りは い ま もキ ャ ス

ター に と どまって い る。

この ふ た りは一 兄、 対照 的 な存 在で あ る よ うに見 えなが ら、 ニ ュー ス に対す る考 え方の

根 っ子 の部 分 に 多 くの 共通 点 を有 してい る。 た とえば ふ た りは、 ニ ュー スの なか で 自分 の

意 見 を表 明 す るこ とに、何 の ため らい もいだ いて い ない。

まず 筑紫 はイ ンタ ー ビュー に答 えて、「これか らマ ル チ メデ ィア の時代 にな って、テ レビ

が160チ ャ ンネル に な った時 に、キ ャス ターが 全部 公正 中立 で 同 じこ と しか言 わ ない とい う

こ とにな っ た ら、 誰 も見 な いです よ。 だ い たい今 の民 放 のニ ュー ス戦 争 と呼 ばれ て い る も

の は、 そ れぞ れの 番組 とその 番組 を代 表 す るキ ャス ター の個 性 で 競 って い るわ けで し ょう。

そ うい う時 代 に入 ってい るの にキ ャス ターの コメ ン トを無 色透 明 にす るこ とが テ レ ビなん

だ とい う議 論 は どうか とい うこ とです 。(略)僕 は アメ リカ とは違 って キ ャス ター は101人

いれ ば101通 りの キ ャス ター が いて いい と思 い ます」(注24)と 話 して い る。

また久米 も、「発 言す る と きに何 を軸 に置 くか。や っぱ り体 制の チ ェ ックだ ろ うと思 うん

です ね。 マ ス コ ミの使 命 とは、時 の権 力 を批 判す る こ と以 外 に な い、 と僕 は信 じて ます」

と言 い、「僕 はこれ か ら もテ レビ とい う媒 体 を通 じて、その時 々 に"こ れが 久米 宏 の考 えだ"

って い う意見 を背 伸 びせ ず に伝 えて い きた い と思 い ます。 その発 言 の行 間 を読 んで、視 聴

者 の 方 々 に 自分 自身 の判 断 を下 してい ただ けれ ば いい」(注25)と も語 って い る。

こ こ まで は筑紫 も久米 も同 じで あ る。 しか し発言 の仕 方や 、番 組進 行 につ い ての心構 え

とな る と、 ふ た りの 間 に は根 本 的 な ちが い が あ る。 まず 発 言内容 に関 して は筑紫 が論 理的

で あ るの に対 して、 久米 は どち らか とい えば感覚 的 だ。場 合 に よって は言葉 で は な く、眉

を しか めた り、 肩 をす くめ て表現 す る。 それで い て言葉 をフル に駆 使す る筑 紫 よ り も、 的

確 に意 を伝 え てい るの は、 久米 のプ ロた る所 以 だ ろ う。

また 「芸 人 とい うか テ レビ タ レ ン ト」 と自 ら を称 し、 「民 放 の 競 争相 手 は さん ま、 た け

し、タモ リなんで す よ。ニ ュー ス番組 とい え ど も、彼 ら と勝 負で きない とい けな い」(注26)

と語 る久米 か ら見 れば、 自分 が出演 して い る番 組 が それ相応 の視 聴 率 が とれ ない場 合 に は、

お そ ら く 「負 け」 と感 じるだ ろ う。 その あた り筑紫 は少 しちが い そ うだ。 ただ そ の筑 紫 も、

で き るだ け多 くの 人 に見 て もらいた い と思 って い るの は 当然だ し、 その意味 で視 聴 率 を と

りた い と願 って い るだ ろ う。 しか しそ うで はあ って も、 「見 られ な ければ 負 け」とまで は思

うまい。つ ま り筑紫 と久米 の基 本 的 な ちが い は、 「伝 え るべ きニ ュ ー ス をキ ッチ リ伝 えれ

ば、視聴 率 で少 々負 けて もいい」 と考 え られ るか 考 え られ ないか の ちが いで あ る。私 は い

くつ かの理 由 に も とつ いて、 ふ た りの相 違 をそ う判 断 して い る。

また久米 は番組進 行 につ いて 自分 を筑紫 と くらべ た上 で、「僕 は他 人の こ とは とや か くい

わ ない主義 で す が、 た とえば筑紫 哲 也 さん は時 間の配分 の こ となん て ほ とん ど考 え てい ら

っ しゃ らな い と思 い ます。"え え、 え え、 ええ。 はあ、は あ、は あ、 どう もあ りが と うござ
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い ま した"な ん て言 う と きが あ る し、エ ンデ ィングの ところ は女 の 子 た ちに任せ ち ゃって

い る。 彼 は ジ ャーナ リス トと して番組 を動 か して い るんだ か らそれ で い いんで す。 で も、

僕 はテ レビのプ ロで すか ら、 それ じゃマ ズ い。僕 はニ ュー ス キ ャス ターで も司会 者 で もな

くて ほ ん とは タイム キーパ ーだ ったん です よ」(注27)と 発 言 して い る。

つ ま りア ナ ウ ンサ ー 出身 の久米 は、 「自分 はジ ャーナ リス トで はな い」こ とをい わばバ ネ

に、 自分 の場 を築 いて い る よ うに もうかが え る。 か たや 記者 出 身の キャス ター筑 紫 は、 理

屈 っぽ く骨 っぽ く正攻 法 で番 組 を進 行 させ る。 ニ ュー ス とは何 か、 時代 認識 とは何 か を考

え抜 い た上 で、 ニ ュー ス を伝 え るこ とに徹 してい る。 この よ うにふ た りは 自 らの立 つ場や 、

伝 え方 につ いて の方法 論 を異 に しなが ら、 それ で いて それ ぞれ に相 手 を高 く評価 して い る。

この あ た りが 面 白 い。

望 ま しいキ ャス ター像

メ ア リ ・ジ ェイ ン ・クラ ー クの推 理 小 説、 『女性 キ ャス ター』 は、 あ る局の 看板 キ ャス タ

ー、 ビル ・ケ ン ドル が 自殺 す る ところか ら話 が始 ま る。 この小説 の なか で看板 キ ャス ター

の ケ ン ドル は、 こ う表 現 され る。

ケン ドル はす ぐれた資質 を開花 させた。観察力が鋭 く、呑みこみ も早か った。べ一 シ

ックな服装 を好み、身だ しなみが よく、 いかに もアメ リカ的 なタイプ とい う、当時の

TVリ ポーターの大部分 に共通す る要素がそろっていた。しか し、ビル・ケ ン ドルの肉

体的資質のなかで最 高の ものは彼の 目だった。デ ィレクターたちが好んでいっていた

ように、ケ ン ドルの 目は視聴者の視線 を とらえて放 さなかった。 テレビ画面の向こう

か ら視聴者 をみつめ、相手の心 をとらえて しまうのだ。それは信頼で きる人間の目だ

った(注28)。

作者のクラークはCBSニ ュースの現職プロデューサーである。それだけに、ここに記 さ

れたケン ドルの姿 は、放送のプ ロ としての彼女が考える理想のキャスター像にちがいない。

キャスター にとって もっ とも大事な資質 は 「信頼感」だ とするこの記述 には、私 も同感

であ る。信頼感 を抜 きに して情報の伝達は成立 しない。では信頼感 を築 くには何が必要か。

視 る人 を納得 させ得 る知性が まず不可欠だろうが、それに加えて人間 としての魅力、 さら

には、 どんなニュースが突然 とび こんで きて も対処 で きる、「判断力」や 「ア ドリブ能力」

も欠かせ ない。

さてここにアメ リカ人 を対象 に、「キャスターに求める資質 は何か」を質問 した調査があ

る(注29)。 やや古 い調査だが、回答は基本的 にいまも大 き くは変わ るまい。
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1.知 的 で あ るこ と

2.経 験 豊富 で あ る こ と

3.誠 実 で あ る こ と

4.自 信 が あ る こ と

5.親 しみや す さ

69%

64

40°/a

36%

13%

この回 答 か ら見 る限 りア メ リカの視 聴 者 は、 キ ャス ター に知的 な 巨人 を期待 して い る よ

うに うか が え る。 大統 領 よ りも頭 が よ く、落 ちつ いて いて、 すべ て を安心 して まかせ られ

る人物 で あ る。

一 方、 日本 の視 聴者 は キ ャスター に、 もう少 し親 しみ深 い人物 を求 め て い る。 頭が よ く

て、 話上 手 で、格 好 が い い人物。 フ ァ ンレター を書 きた くな る よ うな知的 なタ レン ト。 そ

の あた りが 日本 人の い だ く望 ま しいキ ャス ター像 なのだ ろ う。 その こ とが大 手前 大学 の学

生 に行 っ た調 査 か ら読 み とれ た。 回 答 は こ うだ った。

1.知 的 で あ る こ と

2.話 が魅 力的 で あ る こ と

3.† 各女子力sいい こ と

4.経 験 豊 富 で あ るこ と

5.人 柄 の い い こ と

55%

50%

.・

43%

40%

長年にわたって久米宏が人気 を保 ちえたのはなぜか。その回答 も上記にあると思えな く

もない。 キャスターに知的スーパーマ ンを求め るアメ リカ人 と知的なタレン トを求める日

本人。 これ はまさに 日米の文化の相違である。
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